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当
日
は
、
６
つ
の
加

盟
組
合
の
青
年
部
の
役

員
、
県
労
連
事
務
局
を
含

め
、
25
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
福
建
労
の
櫻
谷

青
年
部
副
部
長
の
あ
い
さ

つ
、
県
労
連
の
江
口
議
長

と
佐
賀
県
青
年
部
の
香
月

全
労
連
青
年
部
常
任
委
員

の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
青
年
部
事
務
局
の
県

労
連
菅
幹
事
よ
り
「
非
正

規
雇
用
が
４
割
を
超
え
、

生
活
で
き
る
賃
金
を
求
め

る
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

　

今
年
の
取
組
み
と
し
て

は
、
熊
本
地
震
の
後
、
兄

弟
組
合
熊
建
労
の
仲
間
支

援
の
た
め
に
青
年
部
で
の

復
興
支
援
を
計
画
、
現
地

に
行
っ
て
瓦
礫
撤
去
作
業

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
初
開
催
で
盛
況

だ
っ
た
の
が
「
名
刺
交
換

会
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」。

社
会
保
険
未
加
入
問
題
や

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
等
を
学
習
し
、

名
刺
交
換
会
で
仕
事
や
組

合
活
動
に
つ
な
が
る
交
流

を
行
っ
た
。

福
岡
県
医
労
連

　

神
戸
須
磨
温
泉
で
の
学

習
交
流
会
や
青
年
部
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
大
分
別

府
で
80
人
規
模
の
交
流
会
、

12
月
に
は
福
岡
の
青
年
学

習
交
流
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
楽
し
く

学
び
・
交
流
を
深
め
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
県
労
連
青

年
部
に
結
集
す
る
意
義
を

見
出
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
保
育
労

　

青
年
部
対
象
の
若
い
保

育
士
さ
ん
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
疲
弊
し
て

い
る
。
職
場
の
外
に
出
て

交
流
を
図
る
中
で
、
心
身

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

よ
う
な
催
し
を
期
待
し
た

い
し
、
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
。

全
印
総
連

　

青
年
部
と
し
て
の
具
体

的
な
活
動
は
で
き
て
い
な

い
が
、
組
合
員
の
中
心
が

20
〜
30
代
と
な
る
中
、
組

織
の
強
化
は
青
年
層
強
化

そ
の
も
の
。
公
契
約
条
例

を
進
め
る
た
め
の
福
岡
県

労
連
自
治
体
要
請
へ
の
参

加
、
単
産
レ
ク
企
画
の
開

催
、
17
年
春
闘
前
の
単
産

決
起
集
会
の
開
催
な
ど
外

と
中
の
活
動
を
い
っ
そ
う

活
発
に
し
て
い
き
た
い
。

エ
フ
コ
ー
プ
生
協
労
組

　

青
年
部
レ
ク
企
画

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
や
青
年
部
交
流

会
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
パ
ー

リ
ー
」
の
開
催
な
ど
、
青

年
組
合
員
の
交
流
は
か
る

企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

毎
年
青
年
部
主
催
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
エ
フ

コ
ー
プ
職
員
・
家
族
な
ど

５
０
０
名
規
模
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
て
い
て
、
運
営

に
奮
闘
し
て
い
る
。

福
岡
県
国
公

 

　

17
年
前
の
公
務
員
削
減

に
よ
っ
て
、
自
分
よ
り
下

の
人
間
が
い
な
い
。
全
国

的
に
見
て
も
、
青
年
組
合

員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状

況
。
県
労
連
青
年
部
で
青

年
の
要
求
や
経
験
を
学
び

た
い
。

福
法
労

　

女
性
が
9
割
以
上
の
組

織
。
個
人
事
務
所
も
多
い

の
で
要
求
自
体
を
出
し
合

う
事
が
困
難
な
状
況
。

　

弁
護
士
会
と
の
懇
談
会

や
県
内
全
法
律
事
務
所
ア

ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
特
に
若
い
方
が
少

な
い
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
か
ら
対
象
者
を
す
く

い
上
げ
て
組
織
拡
大
を
す

す
め
て
い
き
た
い
。
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山尾新幹事

若い力の結集に今後の活躍が期待されます

門岡新幹事

藤原さん

前屋敷新幹事

松川新幹事

大津旧幹事

仙道新幹事

総会で信任された
福岡県労連青年部役員

幹事　山尾　健司（福建労）
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幹事　秋成紗恵子（エフコープ生協労組）
幹事　仙道　久嗣（福岡県国公）
幹事　松川　裕哉（全印総連福岡）
幹事　前屋敷幸子（福法労）

○県労連幹事会青年担当役員
菅　　正司（福建労）
道下　哲也（北九州地区労連）
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る
中
で
、
福
岡
県
庁
の
労

働
政
策
課
係
長
（
若
い
女

性
）
が
、
昨
年
の
県
民
運

動
実
行
委
員
会
で
の
交
渉

で
、『
非
正
規
４
割
は
問

題
と
思
っ
て
い
な
い
。
自

分
で
選
択
し
て
い
る
人
も

い
る
』
と
い
う
答
弁
を
行

い
、
大
変
驚
い
た
」
と
こ

の
間
の
情
勢
の
特
徴
に
つ

い
て
問
題
点
を
洗
い
出
し

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
加
盟
組
合
青

年
部
の
福
建
労
、
医
労
連
、

全
印
総
連
、
エ
フ
コ
ー
プ

生
協
労
組
、
福
法
労
よ
り

こ
の
間
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
県

国
交
の
仙
道
青
年
部
幹
事

か
ら
は
、「
採
用
枠
が
減
っ

た
こ
と
で
、
青
年
層
が
少

な
く
な
っ
た
。
何
か
や
ろ

う
と
し
て
も
青
年
が
い
な

い
。
県
労
連
を
通
し
て
青

年
層
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
い
」
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
（
日
）、
県
労
連
会
議
室
に
て
県
労

連
青
年
部
復
活
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
３
年
間
活
動
を
休
止
し
て
い
た
青
年
部
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
５
回
の
準
備
会
を
経
て
実
現
し
た

も
の
で
す
。

県
労
連
青
年
部
第
8
回
定
期
総
会

　

最
後
に
、
各
単
産
か
ら

選
出
さ
れ
た
８
名
の
新
幹

事
が
紹
介
さ
れ
、
青
年
部

事
務
局
の
県
労
連
道
下
幹

事
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
後
は
場
所
を
移
し
て

懇
親
会
に
15
名
が
参
加
。

単
産
の
垣
根
を
越
え
て
、

お
互
い
の
仕
事
や
組
合
の

事
、
今
後
や
り
た
い
こ
と

な
ど
を
楽
し
く
交
流
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
２
ヵ
月
に
１
回

幹
事
会
を
開
き
、
本
格
的

に
県
労
連
青
年
部
と
し
て

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

福
建
労

と き

場 所

会 費
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会
派
の
関
心
毎
に
な
っ
て

い
て
直
方
市
か
ら
担
当
者

を
招
い
て
の
勉
強
会
開

催
な
ど
も
検

討
さ
れ
て
い

る
。
議
会
の

動
向
も
見
な

が
ら
対
応
し

て
き
た
い
と

の
こ
と
。

　

嘉
麻
市
で

は
市
長
が
対

応
。
懇
談
前

に
期
待
を
感

じ
さ
せ
ま
し

た
が
、
実
際

は
近
隣
自
治

体
の
動
向
を

自
交
総
連
福
岡
地
連

書
記
次
長　

安
武 

博
子

お
し
ゃ
れ
な
昼
食
と
有
意
義
な
学
習

県
労
連
女
性
セ
ン
タ
ー

自治体を動かすには自治体を動かすには
 世論喚起が必要 世論喚起が必要

「
学
ん
で
知
っ
て
交
流
会
」

公契約条例について３自治体と懇談

仲
間
を
増
や
し
、入
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
組
合
活
動
の
強
化
！

　

自
交
総
連
福
岡
地
連

は
、
福
岡
県
の
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
・
自
動
車

学
校
で
働
く
仲
間
で

作
っ
た
労
働
組
合
で

す
。
私
達
の
職
場
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
こ
の

15
年
間
で
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
規
制
緩
和

政
策
で
、
タ
ク
シ
ー
の

保
有
台
数
が
自
由
化
さ

れ
街
中
に
タ
ク
シ
ー
が

溢
れ
、
赤
字
の
バ
ス
路

線
は
廃
止
さ
れ
、
生
活

を
守
る
た
め
労
働
者
は

最
賃
以
下
の
長
時
間
労

働
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
の

仲
間
は
平
均
年
齢
が
60

歳
越
え
で
す
が
、
バ
ス

業
界
の
若
い
仲
間
の
加

入
も
あ
り
、
平
均
年
齢

が
少
し
若
返
っ
た
の
は

嬉
し
い
出
来
事
で
し

た
。
今
後
も
新
し
い
仲

間
を
迎
え
入
れ
、
活
気

あ
る
活
動
を
続
け
て
行

き
た
い
で
す
。

⑴
小
倉
医
療
セ
ン
タ
ー
調

理
員
再
雇
用
申
し
立
て

　

全
医
労
小
倉
支
部
は
２

０
１
５
年
10
月
30
日
に

「
調
理
業
務
に
就
い
て
い

る
再
雇
用
・
非
常
勤
職
員

に
つ
い
て
来
年
度
も
調
理

師
と
し
て
雇
用
し
、
調
理

職
場
の
委
託
拡
大
を
行
わ

な
い
こ
と
」
を
議
題
に
団

交
を
申
し
入
れ
病
院
が
応

じ
な
か
っ
た
た
め
、
県
労

働
委
員
会
に
救
済
申
し
立

て
（
小
倉
医
療
セ
ン
タ
ー

事
件
）
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
10
月
21
日
に

命
令
書
が
交
付
さ
れ
、
労

組
法
７
条
２
号
の
不
当
労

働
行
為
に
該
当
す
る
、
と

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

宗
像
市
で
は
部
長
職
3

名
が
対
応
、
公
契
約
に
つ

い
て
は
議
会
の
中
で
は
全

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
。
同
席
し

た
契
約
課
係
長
は
、
例
え

公
契
約
条
例
を
施
行
し
た

と
し
て
も
、
条
例
が
活
き

る
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク

機
構
が
必
要
で
、
今
の
体

制
・
人
員
で
は
難
し
い
課

題
。
最
低
賃
金
１
，
０
０

０
円
に
つ
い
て
も
人
事
院

勧
告
の
基
準
と
市
の
行
財

政
改
革
の
枠
組
み
の
中
で

考
え
る
と
現
実
的
で
は
な

い
。
中
小
企
業
振
興
に
つ

い
て
は
福
岡
県
同
友
会
か

ら
も
振
興
条
例
制
定
の
要

請
を
受
け
て
い
て
前
向
き

に
と
ら
え
て
い
る
。
現
市

長
に
な
っ
て
か
ら
市
の
発

注
も
地
元
業
者
に
変
え
て

き
て
い
る
と
の
発
言
で
し

た
。

　

飯
塚
市
で
も
担
当
部

長
、
課
長
ら
が
対
応
し
ま

し
た
が
国
、
県
、
近
隣
自

治
体
の
動
向
見
な
が
ら
と

い
っ
た
消
極

的
な
発
言
に

終
始
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た

福
建
労
、
自

交
総
連
、
国

交
、
全
印
総

連
な
ど
各
単

産
代
表
か

ら
は
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
で

の
低
賃
金
、

低
単
価
の
実

態
示
し
な
が

ら
、
そ
れ
ら

を
改
善
す
る
こ
と
で
の
展

望
を
訴
え
ま
し
た
。
3
市

と
も
今
後
も
懇
談
に
は
応

じ
る
姿
勢
で
、
私
た
ち
の

運
動
へ
の
世
論
喚
起
を
は

か
り
な
が
ら
、
各
自
治
体

を
動
か
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

単
産
紹
介

vol．

3

闘
う
仲
間
の
裁
判
報
告
❸ 

嘉麻市では赤間市長が対応（写真左）

宗像市では公契約が議会で関心事に

11月13日、鹿児島中央駅前広場で「原発再稼働するな」
と全九州・全国から3000人が集まり集会が行われました

昼食とりながら楽しく交流

労
働
委
員
会
救
済
命
令
を
勝
ち
取
る

玄
海
・
川
内
再
稼
働
や
め
よ

玄
海
・
川
内
再
稼
働
や
め
よ

 

―
福
岡
県
革
新
懇
が
九
電
交
渉

今後の日程  1月6日（金）新春宣伝　　１月20日（金）北九州市議選告示　　１月20日（金）ディーセントワーク宣伝、非正規労組連絡会幹事会　　１月27日（金）筑後地区労連評議員会、直鞍地区労連旗開き

⑵
福
岡
病
院
不
払
い
残
業

申
し
立
て

　

全
医
労
南
福
岡
支
部
は

２
０
１
５
年
10
月
30
日
に

「
不
払
い
残
業
を
な
く
す

た
め
の
具
体
策
を
示
す
こ

と
」
を
議
題
に
団
交
を
申

し
入
れ
病
院
が
応
じ
な

か
っ
た
た
め
、
県
労
働
委

員
会
に
救
済
申
し
立
て（
福

岡
病
院
事
件
）
を
行
い
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
11
月

チ
ン
の
接
種
損
害
賠
償

請
求
訴
訟
等
に
つ
い
て

学
び
、
16
名
が
参
加
を

し
ま
し
た
。
国
は
薬
害

だ
け
で
な
く
原
発
な
ど

に
つ
い
て
も
、
そ
の
有

効
性
を
過
大
評
価
、
反

対
に
危
険
性
に
つ
い
て

は
過
小
評
価
し
、国
民
・

労
働
者
の
人
権
・
健
康

よ
り
、
企
業
利
益
を
優

先
に
政
策
を
進
め
て
お

り
、
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め

女
性
セ
ン
タ
ー
も
奮
闘

し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

県
労
連
女
性
セ
ン

タ
ー
は
、
11
月
5
日
、

は
か
た
法
律
事
務
所
の

前
田
牧
弁
護
士
を
講
師

に
む
か
え
、「
学
ん
で

知
っ
て
交
流
会
」
を
開

催
。
子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク

質
疑
に
入
り
ま
し
た
。
交

渉
団
か
ら
は
、「
申
し
入

れ
は
県
民
多
数
の
声
だ
と

受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た

い
」「
放
射
性
廃
棄
物
の

処
分
場
所
さ
え
決
ま
っ
て

い
な
い
の
に
再
稼
働
は
無

責
任
」「
原
発
は
廃
炉
に

し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
本
格
的
転
換
を
」
な

ど
の
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。

　

福
岡
県
労
連
も
参
加
し

て
い
る
「
平
和
と
く
ら
し

を
守
る
福
岡
県
革
新
懇
話

会
」
は
28
日
、
福
岡
市
中

央
区
の
九
州
電
力
本
店

地
下
会
議
室
で
、「
玄
海
、

川
内
両
原
発
の
再
稼
働
中

止
を
申
し
入
れ
」
ま
し
た
。

こ
の
申
し
入
れ
に
は
、
学

者
や
専
門
家
、
新
婦
人
、

民
医
連
、
県
労
連
な
ど
21

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
平
川
一
郎
事
務

局
長
が
、「
有
効
な
避
難

計
画
が
な
い
な
ど
再
稼
働

反
対
」
の
理
由
を
述
べ
、

22
日
に
命
令
書
が
交
付
さ

れ
、
労
組
法
7
条
2
号
の

不
当
労
働
行
為
に
該
当
す

る
、
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
申
立
人
の
国
立
病
院

機
構
は
、
福
岡
病
院
事
件

に
つ
い
て
は
労
働
委
員
会

の
命
令
を
受
諾
し
た
も
の

の
、
小
倉
医
療
セ
ン
タ
ー

事
件
に
つ
い
て
は
中
労
委

に
再
審
査
申
し
立
て
を

行
っ
て
い
ま
す
。

若い仲間を増やして活気ある活動を 　

福
岡
県
労
連
公
契
約
適
正
化
運
動
推
進
委
員
会
は
11
月
22
日
（
火
）
に
宗
像

市
と
11
月
29
日
（
火
）
に
嘉
麻
市
、
飯
塚
市
と
公
契
約
適
正
化
に
関
す
る
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
直
方
市
が
九
州
初
の
公
契
約
条
例
を
施
行
し
た
の
が
２
０
１

４
年
4
月
。
以
降
も
県
内
各
自
治
体
と
の
公
契
約
条
例
に
関
す
る
懇
談
、
要
請

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
他
自
治
体
で
の
制
定
に
は
結
び
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。
今
回
懇
談
を
行
っ
た
宗
像
市
、
嘉
麻
市
、
飯
塚
市
に
は
１
．
最
低
賃
金

１
，
０
０
０
円
、
２
．
公
契
約
条
例
、
３
．
防
災
対
策
、
４
．
中
小
企
業
振
興

の
4
項
目
に
つ
い
て
自
治
体
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。


